
                 

 

⺟親の妊娠中の PFAS ばく露と 4 歳までの⼩児の神経発達との関連性︓

⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査） 
（環境省記者クラブ、環境記者会、筑波研究学園都市記者会、厚⽣労働記者会、厚⽣⽇⽐⾕クラブ、

千葉県政記者クラブ、⽂部科学記者会、科学記者会、⼤阪科学・⼤学記者クラブ同時配付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国⽴成育医療研究センター エコチル調査メディカルサポートセンター チームリーダーの
⽬澤秀俊らの研究チームは、エコチル調査詳細調査の約 4,500 ⼈を対象に、妊婦の⾎中
PFAS（※1）濃度と⽣まれた⼦どもの 2 歳、4 歳時点の発達との関連について解析しまし
た。その結果、PFAS 混合物全体、PFNA、PFUnA、PFDoA、PFTrDA と、2 歳および 4 歳
時の⼦どもの発達（全般的な発達と⾔語発達）との間に発達を促進する関連性が観察されま
した。⼀⽅で、PFHxS と 2 歳時の⼦どもの「認知適応」（折り紙や積み⽊など、指先を使う 
細かい動き）発達との間に発達を遅くする関連性が観察されました。まとめると、今回の妊
婦の⾎中 PFAS 濃度と、2、4 歳時点の発達に⼀貫した傾向は観察されませんでした。引き
続き、PFAS を含む化学物質と、より⻑期的な⼦どもの発達の関連を調べていくことが必要
です。 

本研究の成果は、2025 年 9 ⽉ 27 ⽇付で ELSEVIER から刊⾏される環境疫学分野の学術
誌『Environment International』に掲載されました。 

 
※本研究の内容は、すべて著者の意⾒であり、環境省及び国⽴環境研究所の⾒解ではありません。 
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※本研究に関する補⾜説明資料を作成しました。以下の URL も併せて確認ください。 
https://www.ncchd.go.jp/press/2025/1212_2.pdf 
 

1. 発表のポイント 

・エコチル調査にご協⼒いただいた妊婦のうち、対⾯調査と⾎中 PFAS 濃度を測定した約

4,500 ⼈を調べました。 

・⾎中 PFAS 濃度を測定した妊婦から誕⽣した⼦どもを追跡し、2 歳、4 歳時点の発達につ

いて、対⾯検査 新版 K 式発達検査 2002（※2）、質問尺度 JASQ-3（※3）で評価しました。 

・測定された 28 種類の PFAS 中、60％以上の妊婦で報告限界値（※4）を超える濃度が検

出された 8 種類の PFAS と混合物全体を解析に使⽤しました。 

・PFAS（例︓PFAS 混合物、PFNA、PFUnA、PFDoA、PFTrDA）と新版 K 式発達検査にお

ける 2 歳時および 4 歳時の全般的な発達と⾔語発達との間には、⼀貫して発達を促進する関

連を認めました。しかし、今回の調査結果は 2 歳時と 4 歳時における評価結果であり、その

後の発達については今後の⻑期的な観察と評価が必要です。 

・2 歳時の新版 K 式発達検査において、PFHxS と「認知適応」の発達との間に発達を遅く

する関連が⼀つだけ認められました。 

 

2. 研究の背景 

 ⼦どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から⼩児期に

かけての化学物質ばく露が⼦どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22

（2010）年度から全国で約 10 万組の親⼦を対象として環境省が開始した、⼤規模かつ⻑

期にわたる出⽣コホート（集団を追跡する）調査です。さい帯⾎、⾎液、尿、⺟乳、乳⻭等

の⽣体試料を採取し、保存・分析するとともに、追跡調査を⾏い、⼦どもの健康と化学物質

等の環境要因との関連を明らかにしています。 

 エコチル調査は、国⽴環境研究所に研究の中⼼機関としてコアセンターを、国⽴成育医療

研究センターに医学的⽀援のためのメディカルサポートセンターを、また、⽇本の各地域で

調査を⾏うために公募で選定された 15 の⼤学等に地域の調査の拠点となるユニットセンタ

ーを設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

 PFAS の⼀部は、環境中で分解されにくい性質を持ち、環境⽣物ならびに⼈への影響が懸

念されています。特に、環境化学物質の影響を受けやすいとされる胎児や⼦どもの健康・発

達への影響が注⽬されています。 

 そこで本研究では、胎児期の PFAS のばく露の指標となる⺟親の⾎中 PFAS 濃度と⽣まれ

た⼦どもの 2、4 歳時点の発達との関連を明らかにすることを⽬的としました。 



                 

 

3. 研究内容と成果 

 エコチル調査詳細調査の協⼒者のうち、妊娠中の PFAS 濃度を測定し、2 歳と 4 歳時点で

新版 K 式発達検査を⾏った 4,585 名を対象に解析しました。測定された 28 種類の PFAS

中、60％以上の妊婦で報告限界値を超える濃度が検出された 8 種類の PFAS を解析に使⽤

しました。また、PFAS 濃度はエコチル調査参加者のうち、約 2 万 5000 ⼈で測定されてお

り、その PFAS 濃度全体から PFAS 混合物スコアを項⽬反応理論（※5）に基づき作成しま

した。⼦どもの発達は、2 歳と 4 歳時に新版 K 式発達検査 2002、質問尺度 JASQ-3 で評価

しました。新版K 式発達検査は、⼦どもの発達を３つの領域（姿勢運動、認知適応、⾔語社

会）と全体で評価しました。また、JASQ-3 は発達の遅れを⾒るために５種類の発達領域

（コミュニケーション、粗⼤運動、微細運動、問題解決、個⼈・社会）について発達の度合

いを得点化し、4 歳までの得点のパターンでグループに分けて調べました。 

 結果として、PFAS（例︓PFAS 混合物、PFNA、PFUnA、PFDoA、PFTrDA）と新版 K 式

発達検査における 2 歳時および 4 歳時の全般的な発達と⾔語発達との間には、どちらも発達

を促進する関連が観察されました。その⼀⽅、2 歳時の新版 K 式発達検査において、PFHxS

と「認知適応」発達との間に発達を遅くする関連が⼀つだけ観察されました。JASQ-3 の分

析では、有意な差は認められませんでした。これは、JASQ-3 は発達の遅れのみを検出でき

る質問票であるため、新版 K 式発達検査の結果と⽭盾しない結果です。 

 

4. 今後の展開 

 今回の結果は、8 種類の PFAS を解析したものであり、その他の種類の PFAS と発達との

関連はまだ分かっていません。また、PFAS は⺟親の妊娠中のみを測定したものであり、出

産後に⼦どもがばく露した PFAS 等の影響を受けている可能性があります。PFAS が発達を

促進させるかもしれない、という仮説に関わる説明可能なメカニズムについては分かってい

ません。また、未知の交絡因⼦（※6）の影響を受けている可能性があるため、引き続き⼦

どもの健康・発達に影響を与える化学物質等の環境要因を明らかにしていくことが期待され

ます。 

 

5. ⽤語解説 

（※1）PFAS 

 炭素とフッ素の結合を含む有機化合物のうち、ペル及びポリフルオロアルキル化合物

（per- and polyfluoroalkyl substances）を総称して「PFAS」と呼びます。PFAS の中に



                 

ははっ⽔・はつ油性を有するものがあり、はっ⽔はつ油剤、界⾯活性剤、消⽕剤、調理器具

のコーティング剤などに使⽤されています。しかしながら、環境中で分解されにくい性質か

ら、環境・⽣態系並びに⼈への影響が、近年、危惧されています。 

（※2）新版 K 式発達検査 2002 

 ⼦どもの発達を検査者が⼦どもとのやりとりを通して評価する発達検査です。「姿勢運動

（歩いたり⾛ったりするような体全体を使った⼤きな動き）」、「認知適応（折り紙や積み⽊

など、指先を使う細かい動き）」、「⾔語社会（⾔葉や他の⼈のとのやりとりなど）」という 3

種類の発達領域と、全体的な発達をそれぞれの年齢と⽐較して調べることができます。エコ

チル調査では、検査者に対して追加のトレーニングを⾏い、より厳格に実施しています。 

（※3）JASQ-3 

 正式名称は、Japanese version of the Ages and Stages Questionnaires, Third Edition

です。養育者がお⼦さんの⽇ごろの様⼦を観察して回答する専⾨の質問尺度です。JASQ-3

では「コミュニケーション」「粗⼤運動」「微細運動」「問題解決」「個⼈・社会」という 5 種

類の発達領域のそれぞれについて、発達の遅れを得点化して検出することができます。 

（※4）報告限界値（Method reporting limit) 

 ある分析⼿法で物質を検出・測定しようとしたときに、物質がある⼀定量以上なければ確

実に測定することができません。その最⼩値を報告限界値と呼びます。 

（※5）項⽬反応理論 

 個⼈の潜在的なばく露負荷（θ）を想定し、PFAS のばく露しやすさ・識別⼒から反応確

率をモデル化して PFAS 混合物スコアを計算します。これにより、妊娠中の 8 種類の PFAS

全体のばく露が多いか少ないかを評価することができます。 

（※6）交絡因⼦ 

 原因と結果の関連性をゆがめたり、⾒かけ上の関連を⽣じさせたりする第 3 の因⼦のこ

とです。詳しくは Q＆A をご覧ください。 
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7. 問い合わせ先 

【研究に関する問い合わせ】 
国⽴研究開発法⼈国⽴成育医療研究センター エコチル調査研究部  
チームリーダー ⽬澤秀俊 
 
【報道に関する問い合わせ】 
国⽴研究開発法⼈国⽴環境研究所 企画部広報室 
E-mail︓kouhou0@nies.go.jp 
TEL︓029-850-2308 
 
国⽴研究開発法⼈国⽴成育医療研究センター  広報企画室 
E-mail︓koho@ncchd.go.jp  
TEL︓03-3416-0181（代表） 
 
国⽴⼤学法⼈千葉⼤学 広報室 
E-mail︓koho-press@chiba-u.jp 
TEL︓043-290-2018 
 
学校法⼈兵庫医科⼤学 総務部広報課 
E-mail︓kouhou@hyo-med.ac.jp 
TEL︓0798-45-6655 


